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 Heartful & Healing Hospital  ～ハートフル アンド ヒーリング ホスピタルとして～

私たちは常に優しさと思いやりの心をもち、良質で信頼される医療の実践により
  心から癒される病院であることを目指します。念

理
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2021年から行っている職員による写真コンテスト。2023年のテーマは「感謝の気持ちを伝える」でした。

コロナ禍でコミュニケーションが薄くなった中で、日頃言えない感謝の気持ちを表現しました！！

前回に続き受賞作品からご紹介します！

タイトル：「大切な食事」

氏 名 ：山口 敏弘（総務課）

いつも美味しい昼食を有難うございます。

毎日の献立を考えるのも大変と思いながらも、楽しみにし

ています。献立表を見ながら、適切な摂取量の目安として、

食べ過ぎに注意しています。
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タイトル：「いってらっしゃい」

氏 名 ：橋元 さやか（看護部 一般病棟）

いつも元気に学校に行ってくれるので、私も毎日働くこと

ができてます。ありがとう！！

日中はまだまだ厳しい暑さが続いていますが、朝晩は風がひんやりとしてきましたね😊

田上小学校には稲が植えてあり、とても大きく実っています。

さて、デイケアでは秋の大運動会を開催しました！

足踏みリレーや旗揚げゲーム、職員によるフォークダンス🥰紙テープを使った綱引きを

して力強く引っ張る方もいれば、心理戦に持ち込む方も😆 

今年の勝利の女神は紅組に微笑みました✨

来年もみなさんと元気に開催できますように。

※コロナ対策のもと開催されています。 【記事担当：デイケア 盛】

はやしの写真コンテスト2023
当院職員より26の応募!テ－マは「感謝の気持ちを伝える」

副院長賞

審査員 ：福岡 忠博

毎日食事を作って頂き、ありがとうございます。

感謝しています。

医局長賞 タイトル：「栄養課・厨房の皆さん、ありがとう!」

氏 名 ：海江田 康代（看護部 外来）

病院給食を食べ続け、毎回完食しております。ご飯にお汁、

おかわりできて、お値段変わらぬこの価格ありがたく、

おかわりも頂いております。これからも、いただきますと

ご馳走様でしたを忘れず、感謝して頂きたいと思います。

これからも、おいしいご飯をよろしくお願いします！

審査員 ：榎本 稔美

私は昼食を食べていませんが昼食のおいしい感が、

簡単にわかりやすく表現されて伝わってきます。

審査員 ：祝迫 喜美子

娘さんを見送るお母さんの愛情が伝わってきます。

親は常に子供のことを見守っています。

元気に学校へ行ってくれるあなたとお母さんに感謝です。

看護部長

紹介コーナー

理事長の

おごり自販機

今回は、「はやしのスペシャルごはん」をお休みしまして、どうしても

ご紹介させていただきたいことがありまして、紹介コーナーの枠を頂き

ました。それは…こちらです↓↓↓

「コロナ禍で職員同士がコミュニケーションをとる機会

が減ってしまっていて、チーム医療と言いながらコ

ミュニケーションがとりづらくなっている現状で、多職

種間同士でのコミュニケーションをとるきっかけとな

れば」との理事長の粋な計らいもあり、導入されまし

た(*^^*)

導入後、「理事長のおごり自販機」に職員が集まり、

ほっと一息しながら、コミュニケーションの輪が広がっ

ています♪職員もひと息して癒されながら、当院の理

念でもあります「心から癒される病院」を目指して、今

後も職員一同一丸となって頑張っていきます!! KTSから取材もうけました♪
（記事担当：地域医療連携室 山野 麻衣）

はやしの秋散歩



今回は令和４年１０月から発足した新部署の「人

財育成・フォローアップ室」のご紹介と永田ゆか

室長の紹介をさせていただきます。

山口写真館
当院職員の山口が現場で撮影した季節を

感じる景色やお祭りなどを記してます。

人財育成・フォローアップ室

室長

永田 ゆか
高尾野町紫尾神社秋季彼岸大祭が4年ぶりに開催されました。

今回はその演目の中から兵六餅のパッケージでお馴染みの「兵六踊

り」を紹介します。

兵児二才（へこにせ）大石 兵六が村人に悪さをする狐退治に市内北

東の吉野ケ原に出かけ、狐に何回も騙されながら遂に仕留めて村に帰

るという物語です。お姫様、和尚さんに化けた狐に騙され、頭を剃ら

れる演技に笑いをこらえながらシャッターを切りました。

和尚さんのお尻にも注目して下さい。

コーナー担当

放射線技師 山口

所 属長 紹 介

スタッフからみた永田室長のイメージ

いつも笑顔
きれい

穏やか

いつも声を

かけてくれる

優しい

大石兵六物語は、江戸中期

薩摩藩士 毛利 正直（も

うり まさなお）により書

かれた薩摩に伝わる郷土文

学で、最も高く評価されて

いる戲作文学です。

Q、元々心理カウンセラーさんですよね？心理カウンセラーになろうと思ったきっかけは何ですか？

A、もともと「気にしいさん」で誰かに自分のことを話すことはあまり得意ではありませんでした。

同じ出来事でも人によって、その時の気分によって全くとらえ方が違ったり…「心」に左右される。

自分の「心」なのに、自分でコンロトールできない・・・「心」っておもしろいなと思ったのが

きっかけだったと思います。

Q、趣味は何ですか？

A、難しいですね。かっこつけて「ヨガ」にしておきます(*´▽｀*)

Q、あだ名は何ですか？

A、あだ名はないですね。ずっと「ゆかちゃん」です。キラキラ✨あだ名、お待ちしています♪

Q、将来の夢は何ですか？

A、「楽しく元気に過ごす!」ですね。仕事ではひとりでも多くの皆さんが「楽しみな明日」を迎え

られるようにお手伝いできたらと思っています。

Q、普段、職員の相談や色々話を聞いてくださる立場で、私達は大変心強く感じているのですが、永

田さん自身のストレス発散法を教えてください。

A、そう思っていただけると嬉しいですね。ストレス発散法…難しい。「今日もよく頑張った!私っ

てエライ!」と小声で言って寝ることかな…(*^^*)

人財育成・フォローアップ室が

スタートして早１年になります。

日々患者様に寄り添う職員を

サポートする部署として発足致

しました。「ちょっと聞いてみよう

かな、ちょっと聞いてもらおうか

な・・・」と思うことを相談できる

場所です。些細な事と思わず

に、ぜひ声をかけてください。

モヤモヤを解消して患者様の

ケアに集中できるようフォロー

して参ります。

永田室長へ

インタビュー♪


